
10きらりと光る　まち　日野町

キラリと光る まち　ひのちょう

▼
あ
な
た
の
声
や
地
域
・
職
場
で
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
★
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

まちの話題

　

4
月
の
入
学
を
前
に
小
学
校
の
様
子

を
体
験
し
よ
う
と
、
2
月
20
日
に
根
雨

小
学
校
、
22
日
に
黒
坂
小
学
校
で
新
1

年
生
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
入
学
す
る
新
一
年
生

は
、
根
雨
小
学
校
に
16
人
、
黒
坂
小
学

校
に
3
人
で
す
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で

授
業
の
見
学
や
校
内
探
検
の
ほ
か
、
給

食
を
食
べ
る
な
ど
学
校
生
活
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

各
小
学
校
と
も
中
心
と
な
っ
た
の
は

1
年
生
。
こ
の
1
年
間
で
学
ん
だ
こ
と

を
発
表
し
た
り
、
年
長
児
の
手
を
引
い

て
の
学
校
案
内
、
給
食
の
準
備
な
ど
、

一
生
懸
命
学
校
の
楽
し
さ
を
年
長
児
に

伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
根
雨
小
学
校
で
は
2
年
生
が

体
験
入
学
に
合
わ
せ
、
け
ん
玉
や
ブ
ー

メ
ラ
ン
な
ど
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
一
緒

に
遊
ぶ
『
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
』
と
称
し

た
活
動
で
迎
え
ま
し
た
。

　

2
年
生
は
、
作
り
方
を
一
生
懸
命
指

導
。
進
み
具
合
を
見
な
が
ら
全
員
が
完

成
ま
で
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
遊
び
方
も

「
こ
う
す
る
ん
だ
よ
」「
す
ご
い
、
で
き

た
ね
」
と
優
し
く
声
を
か
け
な
が
ら
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

黒
坂
小
学
校
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
授
業
の
様
子
を
見
学
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
学
習
す
る
様
子

に
年
長
児
は
釘
付
け
。
ま
た
、
1
年
生

の
教
室
で
は
、
1
年
間
学
習
し
た
こ
と

を
ま
と
め
元
気
よ
く
発
表
す
る
姿
に
大

き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

年
長
児
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
給
食

が
お
い
し
い
」
な
ど
感
想
が
聞
か
れ
、

充
実
し
た
体
験
入
学
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
年
長
児
を
小
学
校
へ
送
り
出
す
ひ

の
っ
こ
保
育
所
の
長
谷
川
真
由
美
所
長

は
「
1
年
生
に
な
る
あ
こ
が
れ
を
抱
い

た
体
験
入
学
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
、

目
を
細
め
ま
し
た
。

春
か
ら
一
年
生
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
小
学
校
を
の
ぞ
い
て
み
た
よ

年
長
児
が
小
学
校
へ
体
験
入
学

授業の様子を緊張しながら見学する（黒坂小）

優しく遊び方を教える 2 年生（根雨小）

名前書きに挑戦（根雨小）

キョロキョロ校内探検（黒坂小）

楽しいおいしい給食の時間（根雨小） パソコンを使った授業を見学（黒坂小）
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キラリと光る まち　ひのちょうまちの話題

▼
あ
な
た
の
声
や
地
域
・
職
場
で
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
★
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
願
う

町
観
光
協
会
が
金
持
神
社
札
所
の
収
益
金
の
一
部
を
寄
附

　

2
月
22
日
、
町
観
光
協
会
（
小
谷
澄

男
会
長
）
が
、
金
持
神
社
札
所
の
収
益

金
の
一
部
3
６
０
万
円
を
町
に
寄
附
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
谷
会
長
ら
協
会
役
員
が

町
役
場
を
訪
れ
、
札
所
で
人
気
の
高
い

縁
起
物
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
と
と
も

に
寄
附
金
を
景
山
町
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

景
山
町
長
は
「
平
成
18
年
か
ら
毎
年

寄
附
を
い
た
だ
き
、
今
年
で
7
年
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
お
金
は
観
光
協
会
の

皆
さ
ん
の
ご
苦
労
の
た
ま
も
の
。
観
光

振
興
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
町
の
元

気
の
も
と
と
し
て
、
使
い
道
を
町
民
み

ん
な
で
相
談
し
、
有
効
に
使
い
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
、
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

2
月
26
日
、
町
観
光
協
会
（
小
谷
澄

男
会
長
）の
新
商
品
発
売
記
念
式
典
が
、

金
持
神
社
と
金
持
神
社
札
所
（
売
店
）

で
行
わ
れ
、
金
運
祈
願
の
神
事
や
試
食

会
に
関
係
者
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

新
商
品
は
『
金か

ね
も
ち持

神
社
の
棚
か
ら
ぼ

た
餅
』。
あ
ん
こ
た
っ
ぷ
り
の
ぼ
た
餅

で
、
原
料
に
は
日
野
産
の
も
ち
米
な
ど

地
元
産
も
使
い
、
町
観
光
協
会
が
一
つ

一
つ
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
参
拝
客
の
「
お
土
産
に
食

べ
る
も
の
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
声
に
、

町
観
光
協
会
が
商
品
化
。
愛
嬌
た
っ
ぷ

り
の
名
前
は
、
こ
と
わ
ざ
を
用
い
て
、

皆
さ
ん
に
思
い
が
け
な
い
幸
運
が
舞
い

込
む
よ
う
に
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

箱
の
デ
ザ
イ
ン
は
全
国
か
ら
公
募
し
、

同
協
会
が
千
葉
県
の
20
代
女
性
の
作
品

に
決
定
し
ま
し
た
。
全
体
が
金
色
に
近

い
黄
色
で
、『
金
』
と
『
餅
』
の
字
が

大
き
く
赤
色
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
谷
会
長
は
「
全
国
の
有
名
な
お
土

産
品
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

る
商
品
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
『
金
持
神
社
の
棚
か
ら
ぼ
た
餅
』
は
、

1
個
80
㌘
の
ぼ
た
餅
が
個
装
さ
れ
、
6

個
入
り
一
箱
１
０
０
０
円
。
金
持
神
社

札
所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

愛
さ
れ
る
商
品
に
な
れ
ば

町
観
光
協
会
が
新
商
品
発
売

小谷会長から寄附金が手渡される

今後の活動にも力が入る町観光協会会員の皆さん

金持神社札所で神事が行われた新商品を手に発売を喜ぶ金持神社札所福娘の皆さん


